
カジュアルな洋服が好きでいろいろ買ってはためてしまう私。以前はフリマアプリで売っていたのです
が、梱包や手続きが大変に感じることもありました。そんなとき、衣類等を送ることで開発途上国の子ども
たちにワクチンを寄付できる「古着 de ワクチン」を知り、さっそく試してみることに。

やり方は、公式サイトから専用回収キット※を申し込み（有料）、届いたら衣類等を詰めて集荷を頼むだけ。
専用キットは T シャツが約 100 枚入る大きな強化紙袋で、衣類のほか、かばんや靴、アクセサリー類も
入れられるので、一気に片づきます。1 口につき 5 人分のポリオワクチンの寄付になるだけでなく、衣類等
は開発途上国に送られて再販されることで、現地の雇用創出に。1 回の片づけで 2 つのメリットがある、
すごいサービスでした！

実際に衣類 30 点、かばん、靴類 24 点が片づいて、超スッキリ！　整理整頓にオススメです！

※「古着 de ワクチン」専用回収キット　3300 円
50×50× 高さ 75 ㎝（強化紙袋を広げたときのサイズ）、25kg まで
◯日本リユースシステム
https://furugidevaccine.etsl . jp
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◯商品の価格は、特に記載のない限り消費税込みの価格です。 

洋服を送って、2種類の
開発途上国支援ができる！

「環境」や「社会」というと、どこか遠い世界の出来事に思えるけれど。じつは私たちの
毎日のほんの小さな行動が、その世界につながっているんです。『オレンジページ』編集
部員がやってみた〈環境や社会にちょっといいこと〉をご紹介。

服やかばん、靴を捨てずに貢献！


